
一
バ
リ

Q

得
る
の
で
あ
る
。
更
に
元
蚤
北
測
候
所
長
近
藤
久
次
郎
氏
よ

b
も
憂
狩
の
火
山
に
闘
し
種
々
有
盆
な
芯
御
助
一
一
一
ロ
を
恭
ム
し

た
の
で
氏
の
談
に
依
れ
ば
氏
は
大
屯
山
附
近
代
て
火
山
昭
を
後
見
せ
ら
れ
た
と
の
事
ぐ
大
屯
山
が
火
山
ぐ
あ
る
喜
一
は
朗
自

ぐ
あ
る
が
叉
彰
湖
島
も
火
山
質
て
あ
A
Y
、
叉
官
室
狩
宜
蘭
の
沖
な
る
亀
山
島
も
火
山
て
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
之
等
の
事
実

よ
ら
按
ず
る
に
大
屯
火
山
脈
は
街
地
山
大
屯
山
桜
湖
島
を
連
ね
℃
温
泉
岳
へ
、
連
な
る
と
見
る
の
が
至
嘗
て
あ
ら
う
。
仲
立
に
同

氏
の
御
助
言
を
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

タ

イ

A 

乙/

ク

ナ

.. -}レ

就

て

壬ilt
正司

寺文

~ 

減

一同一

ω

地
震
説
測
上
時
刻
を
正
縫
に
保
つ
事
の
必
要
な
る
は
、
今
夏
云
ム
迄
も
な
い
事
て
あ
る
、
之
が
織
に
は
従
来
有
線
電
信

に
よ
る
午
報
機
関
は
あ
る
が
、
電
線
の
故
障
の
場
合
は
会
々
不
満
足
の
結
果
と
な
る
し
少
し
遠
隔
の
土
地
に
な
る
と
中
縫

盤
の
魚
、
正
確
な
る
時
よ
b
も
可
な
ら
遅
れ
勝
と
な
る
不
便
が
あ
る
が
、
そ
乙
へ
行
〈
と
一
返
す
水
著
し
く
後
遺
し
つ
¥
あ
る

無
線
電
信
に
よ
る
時
報
の
迅
速
に
し
て
正
確
な
る
に
若
く
も
の
は
な
い
、
貨
に
無
線
電
信
の
時
報
は
電
気
時
計
吉
正
午
砲

(
ド
ン
)
と
を
粂
ね
た
理
想
的
の
も
の
で
も
之
を
一
種
の
無
線
的
ド
ン
と
云
ム
事
が
出
来
る
と
私
は
常
に
思
っ
て
居
る
‘
普

遁
の
ド
ン
は
通
達
距
隣
僅
少
な
も
の
で
あ
る
が
、
無
線
の
ド
ン
は
全
世
界
に
響
〈
の
で
あ
る
、

3
れ
ば
耳
の
代
に
之
を
検

出
し
め
得
る
設
備
さ
へ
施
し
に
な
ら
ば
、
内
地
は
る
み
か
全
世
界
の
主
な
る
タ
イ
ム
が
居
な
が
ら
に
し
て
聴
取
出
来
る
の



で
あ
b
ま
す
。

J 

3
て
現
在
世
界
中
に
於
て
無
線
の
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y
を
放
送
し
て
居
る
図
は
廿
九
ケ
閥
(
殖
民
地
を
含
U
)
ぐ
、
そ
の
箇

所
は
大
路
五
十
五
六
筒
を
算
ふ
る
耗
て
あ
ち
ま
す
。
ぞ
の
中
五
口
々
に
最
も
、
近
い
庭
で
は
、
上
海
、
香
路
、

布
睦
、
泣
い
庭
て
は
濁
逸

ω
ナ
ク
イ

y
、
伶
闘
の
ポ

y
ド
!
な
ど
の
大
無
線
電
信
局
か
ら
の
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y
が
毎
臼
我

マ
ニ
ラ
、
爪
睦
，

邦
の
上
本
一
に
迄
エ
1
-
7
Y
波
動
を
振
動
さ
せ
て
居
る
の
で
あ
る
c

市
し
て
そ
の
方
法
に
も
色
々
あ
b
ま
す
が
大
臨
左
記
の

二
種
に
区
別
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

一
、
普
通
式
(
答
式

自
動
叉
は
準
白
動
式
)

二
、
新
図
際
式

三

、

ア

メ

リ

カ

式

品
品
目
、
帰
式
と
云
ふ
の
は
白
働
又
は
宇
ば
白
働
式
て
或
時
間
の
五
分
前
か
ら
準
備
符
銃
と
し
て

(
l
)
T
字
符
競
を
五
十
五

秒
目
迄
反
夜
し
六
十
秒
目
に
短
鈷
(
・
)
を
後
し
、
次
は
一
分
を
慌
て
三
分
前
か
ら

(
1
1
1
)
D
符
銃
を
五
十
五
秒
日
迄
反

覆
し
、
丁
度
六
十
秒
目
に
は
叉
短
銃
(
@
)
を
以
て
時
間
を
報
じ
、
最
後
に
一
分
前
か
ら
は

(
l
:
:
)
6
の
符
披
を
前
同

校
反
夜
し
、
六
十
秒
自
に
(
巴
)
を
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y
と
し
℃
後
射
す
る
事
。
第
一
闘
の
、
通
b
て
あ
A
Y
ま
す
。

4
8
戸、
d
w骨
密
・
世
)

ふ

よ

も

芯

J

M
す
が
一
泊

H=1ょ E惨

さ長h
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匂
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O 

第
二
の
新
関
際
式
と
云
ふ
の
は
全
く
自
動
的
で
あ
っ
て
或
時
間
の
四
分
前
か
ら
深
備
符
鋭
と
し
て
(
|
|
|
)
O
宇
符

競
を
相
営
間
隔
を
置
い
て
遮
迭
し
、
三
分
前
か
ら

(
i
:
i
)
X
字
符
銃
を
十
四
漣
迭
し
て
五
十
五
秒
か
ら
六
十
秒
目
に

渉

b
(
i
i
l
)を
後
信
す
，
そ
の
終

b
の
庭
か
即
タ
イ
ム
ス
ジ
グ
ナ
Y

に
な
っ
て
居
る
事
左
の
第
二
国
の
遁
り
な
り
。

第
二
回
の
準
備
符
競
は
l
符
競
第
三
回
官
は

l

i
符
披
の
後

l
l
l符
競
の
終

b
を
以
て
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y
さ
す
る

事
前
と
同
様
で
あ
る
。

も

hm』
可

hv

九
切
.
h
f
河

川
内
法
叩

九
円
句
、

ま
・
ベ
附
)
議
札
〆
，

bιma 

ヘ
B

渉
A
Y
s
v

学

u
p
B
、。

電P

ご
舗
へ
討
と

的・
1
咋

-UA
ぺ
吋
パ
何
」

持、。
A

一計
ι
m
M

第
三
の
ア
メ
リ
カ
式
と
云
ふ
の
は
第
三
間
の
遜

b
或
時
間
の
五
分
前
か
ら
各
秒
を
一
知
黙
を
以
℃
打
電
し
、
最
後
に
(
|
)

グ
ヅ
ジ
ユ
を
以
て
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y
を
後
信
す
、
そ
の
頭
の
陛
が
即
ち
タ
イ
ム
で
あ
る
。



ザ
い
一
閃
)

‘
可
、
、
『
一
冶

/¥ 

E 

日
本
の
方
式
は
大
国
各
第
一
の
普
通
式
に
似
た
も
の
で
、
毎
夜
銚
子
と
般
橋
か
ら
同
時
に
午
後
八
時
五
十
九
分
か
ら
九
時

四
分
迄
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y
を
放
送
し
て
居
る
事
は
巳
に
御
承
知
の
事
ぐ
あ
る
。

あ
れ
は
在
調
布
の
天
文
憂
か
ら
東
京
中
央
電
信
局
へ
有
線
に
て
連
絡
し
、
そ
乙
の
ス
ウ
イ
ヅ
ポ
!
ド
を
経
て
叉
陸
線
に

て
般
橋
ご
銚
子
へ
連
絡
じ
夫
々
自
動
電
鍵
を
働
か
せ
る
の
ぐ
あ
る
、
そ
し
て
猿
備
符
鋭
の
!
や
N
D
B
6
等
は
手
動
て
タ

イ
ム
シ
グ
ナ
Y

の
み
が
白
働
的
に
標
準
時
計
の
振
子
に
よ
り
報
ぜ
ら
る
、
の
で
あ
る
、
途
中
の
電
線
及
び
中
継
盤
等
の
機

械
的
一
プ
ヅ
グ
の
免
幾
分
貫
際
の
時
よ

b
遅
れ
勝
な
る
は
止
を
符
な
い
、
そ
の
率
は
時
に
よ
ら
異
な
る
も
大
低
一
秒
の
一
割
。

以
内
と
の
事
"
て
あ
る
、
叉
銚
子
の
方
が
少
し
般
橋
の
分
よ

b
遅
れ
気
味
あ

b
と
云
は
れ
て
居
る
の
も
即
ち
陸
線
が
般
橋
よ

，OJ
遠
い
か
ら
の
魚
で
あ
る
、
之
れ
は
或
外
閣
で
や
っ
て
居
る
様
に
、
タ
イ
ム
シ
グ
ナ
Y

の
直
後
そ
の
日
叉
は
前
日
の
税
差

ぞ
知
ら
せ
る
方
法
を
講
じ
た
な
ら
ば
更
に
正
確
を
期
す
る
事
が
出
来
る
さ
思
ふ
。

3
て
船
橋
の
電
力
は
二
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
タ
イ
ム
ジ
グ

Y

ナ
は
ク
エ
ン
チ
ド
ろ
バ
!
ク
式
の
書
式
の
も
の
て
あ
る
も
可

な
り
遠
距
際
仁
達
し
て
居
る
之
を
受
信
す
る
最
も
筒
短
な
る
装
置
の
国
各
闘
を
示
せ
ば
第
四
闘
の
遁
h
で
可
な
ら
ん
さ
思
ふ

O 



第四問

~ 
咽 - I 

ど./(//λ 

一(U
困

之
れ
は
シ
ン
グ
サ
!
キ
ッ
ト
と
秘
す
る
同
路
岡
ぐ
ん
会
中
線
A
に、直ー接人

誘
殺
せ
ら
れ
た
勢
力
を
直
に
礎
石
検
波
器
D
を
遁
じ
て
整
流
し
て
受
話

器
T
に
よ

b
之
を
聴
く
の
ぐ
あ
る
、

L
は
捲
線
、
直
終
或
吋
宇
位
と
し

て
廿
三
番
銅
線
を
以
て
約
三
百
四
位
グ

Y
グ
Y
と
無
雑
想
.
に
重
ね
て
捲

い
た
も
の
に
て
も
可
な

b
。

c
は
可
猿
蓄
電
器
、
容
量
は

O
、

0
0
0

七
位
の
も
の
に
て
良
し
か
ら
ん
、

E
は
接
地
貼
を
一
不
す
E

此
の
回
路
は
。

庚

3
範
閣
の
電
波
に
戚
じ
戚
度
高

3
も
所
謂
セ
レ
ク
チ
ピ
チ
!
(
選
捧

カ
)
に
於
℃
不
自
由
の
憾
が
あ
る
。
猶
D
な
る
礎
石
検
波
器
の
代

b
に
異

出
金
管
を
装
置
す
れ
ば
、
戚
度
数
倍
に
増
加
す
る
の
で
あ
る
、
更
・
に
之
を

再
生
式
問
路
と
せ
ば
一
一
暦
数
十
倍
の
張
勢
力
さ
な
す
事
を
得
る
の
で
あ

居
る
外
闘
の
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ

Y

の
波
動
の
中
、
最
も
手
近
な
る
上
海
、
と
馬
尼
刺
の
八
刀
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
目
的
を
以
て
、
そ

る
が
問
線
の
研
究
は
他
日
に
譲
る
事
と
し
、
毎
日
我
上
空
に
漂
よ
っ
て

上
海
の
分

の
デ
-
プ

1
Y
を
調
査
す
れ
ば
次
の
遁

b
で
あ

b
ま
す
。



火

至自至自

前|問

(

内

時

地

)

十

一

時

五

十

五

分

同

五

十

九

分

五

時

五

十

四

分

五

時

五

十

九

分

F 

電
波
の
種
類

局

名

呼

出

符

競

ヂ

カ

ヲ

エ

!

F 

Z 

花

式

報
時
方
式

準
備
符
披

自
午
前
十
一
時
五
十
四
分

O
秒

至

同

五
十
秒

一
般
呼
出
符
競
及
「
国
足
何
臼
の
Z
〉
円
、
'
」
を
反
覆
す
。

第
一
報
時

午
前
十
一
時
五
十
五
分
ょ
b
i
-
-
を
反
覆
し
五
十
六
分
に
一
知
貼
(
・
)
を
殺
す
即
ち
タ
イ
ム

γ
グ
ナ
Y

な

b
。

癒
す
。

第
二
報
時
は

l
l
l
符
競
を
十
一
時
五
十
六
分
五
十
秒
記
反
覆
し
五
十
七
秒
に
(
・
)
を
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y

ご
し

τ

第
三
報
時
は
、
五
十
八
分
よ

b
五
十
秒
迄
|
:
ー
を
反
覆
し
五
十
九
分
に
前
同
様
に
一
知
鮎
(
・
)
を
以
て
タ
イ
ム
ジ
グ

ナ
Y

を
報
ず
ー

午
後
五
時
五
十
四
分
よ

b
の
分
も
前
と
同
様
な

b
。

・
次
に
最
も
興
味
あ
る
は
日
本
の
豆
午
と
午
後
十
一
時
に
報
す
る
馬
尼
刺
の
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y
.て
電
力
も
強
勢
に
し
て
波

長
も
手
頃
な
れ
ば
筒
一
知
に
受
信
す
る
事
が
出
来
る
、
そ
の
波
長
等
次
の
遁
λ
y

な
A
Y
。

一O五



一O
ムハ

馬
尼
刺
の
分

局

名

呼

出

符

競

波

ヱI~
電
波
の
種
類

ZE11E 
十

日|竺
方

式

キ

ヤ

ピ

ア

N 

P 

O 

ア

ー

ク

式

持

綬

波

ア
メ
リ
ノ
カ
式

方
式
は
ア
メ
リ
ノ
カ
式
で
は
あ
る
が
毎
分
第
廿
入
秒
及
廿
九
秒
目
を
省
略
す
る
外
各
分
共
五
十
五
秒
か
ら
五
秒
丈
し
か
休

ま
な
い
の
で
あ
る
、
之
を
受
信
す
る
の
は
真
空
管
を
以
て
ピ
!
ト
Y

セ
ヅ
プ
シ
ヨ
ン
の
方
式
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ね
，
破

石
検
波
間
帯
て
も
チ
ツ
カ
!
又
は
チ
ヨ
ヅ
パ
ー
と
稀
す
る
特
殊
の
機
械
を
用
ひ
て
受
け
ら
れ
ぬ
事
は
な
い
が
一
旦
目
前
EF--}

戚
度

が
拙
悪
と
な
る
の
で
賞
用
に
は
遁
し
て
居
ら
ぬ
。

。
タ
イ
ム
ジ
グ
ナ
Y

放
送
改
正

か
ら
在
来
の
夜
間
放
送
の
外
、
毎
日
(
日
限
日
及
祭
日
を
除
く
)
午
前
十
一
時
よ
hJ
四
分
迄
東
京
無
線
電
信
局
か
ら
は
持

綬
電
波
七
千
七
百
メ

1
ト
Y
銚
子
か
ら
は
六
百
メ

1
ト
Y
減
幅
電
波
ぐ
、
書
問
の
タ
イ
ム
シ
グ
ナ
Y
を
放
送
す
る
事
と
な

時
の
記
念
H
た
る
六
月
十
日
よ

b
東
京
無
線
電
信
局
(
般
橋
)
及
び
銚
子
無
線
電
信
局

っ
た
、
詳
細
は
逓
信
省
告
示
第
入
百
六
十
五
銃
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
。




